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平成 22年度 高専入試
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（８）

（９）

（７）ａ＝ｂ＝０のとき

ａ＝ｂ＝１のときも同様に

ａ＝ｂ＝２のときも同様に

ａ＝ｂ＝３のときも同様に

ａ＝ｂ＝４のときも同様に

合計4通り× ５＝２０通り
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2．

（２）

（ア）△ＡＤＥ≡△ＦＤＡ これは明らかに△ＦＤＡが大きいので正しくない。

（イ）△ＡＤＥ≡△ＣＥＤ

なぜならＯＤ＝ＯＥより∠ＡＤＥ＝∠ＣＥＤ

半円に対する円周角は直角なので

∠ＡＥＤ＝∠ＣＤＥ＝９０°

ＥＤ＝ＤＥ 共通

以上により一辺とその両端の角がそれぞれ等しいので

合同である。

（ウ）△ＡＤＥ≡△ＣＥＢ これは反例を示す

（１）並盛りの肉ｘカロリ－、ご飯ｙカロリ－とする。

大盛りＡについては

ｘ＋ｙ＋１８０＝８８０・・・・・・・・・・①

大盛りＢは

2ｘ＋ｙ＋１８０＝１１４０・・・・・・・・②

②－①

ｘ＝２６０

①に代入して

ご飯は大盛りＡと同じで

260＋ｙ＋１８０＝８８０

ご飯のみ並盛りより多めで700カロリ－から880カロリ－に増えたので

肉は並盛りの2倍なので

ｙ＝４４０ よって肉260カロリ－ ご飯440カロリ－
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3．

（１） Ａ（ａ，ｂ）

Ａは関数ｙ＝
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（２）点Ｐのｘ座標が2より大きいときのＡＣとＢＤの比について次のようにして求めた。

Ａ（ａ，ｂ）は双曲線ｙ＝

ａｂ＝ア[12]

また、点Ｐは直線ｙ＝３ｘ上にあるから点Ｐのｘ座標はイ[

したがって、点Ｂのｘ座標もイ[

以上よりＡＣ：ＢＤ＝ａ：ウ[
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ｂ
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] である。

ｂ

3
] である。

（３）ｂ＝１２のとき、Ａ（１，１２）

よってＰ（４，１２）なのでＢ（４，３）

ＡＢの傾きは

ｙ＝－３ｘ＋ｎとおくと

12＝－３＋ｎ
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4．

（１）辺ＭＯが底面ＯＢＣに垂直であることは

エ ∠ＭＯＢ＝９０°

オ ∠ＭＯＣ＝９０°

ク 平面Ｐに交わる直線は、その交点を通る平面Ｐ上の

2直線に垂直ならば平面Ｐに垂直である。
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5．

（２）ＯＢ＝８ｃｍ，ＢＣ＝１２ｃｍ

ＭＯ＝ＭＡ＝６なので

体積は

△ＭＢＣを底辺としたときのこの三角錐の高さをｈとすると

底面△ＭＢＣの面積は

48ｈ
3

三角錐Ｍ－ＯＢＣの体積は

底面ＯＢＣのＢＣを底辺としたときの高さをｘｃｍとすると

62＋ｘ
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（１）横を30ﾊﾟ-ｾﾝﾄ短くすると

（２）長方形の縦と横をｘｃｍ短くすると面積が元の48ﾊﾟ-ｾﾝﾄになったので

（３）－２× 40×

（２０－ｘ）（４０－ｘ）＝８００× ０．４８

－８０ｘ＋４０ｘ＝－２００

－４０ｘ＝－２００

なので20ｃｍを8ｃｍのばすので
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8÷ 20＝０．４

ｘ＝８（ｃｍ）

４０ﾊﾟ-ｾﾝﾄのばす。


